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(54)【発明の名称】 液晶パネル

(57)【要約】
【課題】  アクティブマトリクス方式の液晶パネルで、
画素電極及び画素電極と電気的に接続された金属と、ゲ
ート配線及び補助電極配線とをレーザー光を照射して電
気的に接続し、前記画素電極に接続されたスイッチング
素子を切断してを輝点を黒点化する場合に、レーザー光
の照射部及び周辺部の金属が飛び散ることに起因する、
新たな輝点や隣接ショートの発生を防止可能な液晶パネ
ルを提供する。
【解決手段】  対向電極１９と画素電極１４との間の領
域と、該画素電極１４に電気的に接続された金属２３と
補助容量配線１７またはゲート配線１２との間の領域
に、緩衝材料層２４を設ける。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ソース配線とゲート配線とをマトリクス
状に配置し、そのマトリクスの１つ１つに、電気的に接
続された金属を備えた画素電極、及びＴＦＴ等のスイッ
チング素子を配置し、該金属部分及び前記画素電極ゲー
ト配線または第３の配線とを絶縁膜を介して向かい合う
ように形成して補助容量を形成し、前記画素電極が液
晶，ビーズまたはスペーサーを介して対向電極と向かい
あってなる液晶パネルにおいて、
前記金属とゲート配線または第３の配線とが交差する領
域と、前記画素電極と前記対向電極との間の領域とに、
前記ビーズまたはスペーサーの衝突によって破損しない
緩衝材料層を形成する、
ことを特徴とする液晶パネル。
【請求項２】  請求項１に記載の液晶パネルにおいて、
前記緩衝材料層を前記金属に隣接する、ことを特徴とす
る液晶パネル。
【請求項３】  請求項１または請求項２に記載の液晶パ
ネルにおいて、
前記緩衝材料層は、前記金属と前記ゲート配線または第
３の配線とが交差する領域に該緩衝材料層に対して反対
側から出力１０ｍＪ以下のＹＡＧレーザーの２倍高調波
を照射した際に飛び散る，前記補助容量を形成する部材
を通過させない、
ことを特徴とする液晶パネル。
【請求項４】  ソース配線とゲート配線とをマトリクス
状に配置し、そのマトリクスの１つ１つに、電気的に接
続された金属を備えた画素電極、及びＴＦＴ等のスイッ
チング素子を配置し、該金属部分及び前記画素電極ゲー
ト配線または第３の配線とを絶縁膜を介して向かい合う
ように形成して補助容量を形成し、前記画素電極が液
晶，ビーズまたはスペーサーを介して対向電極と向かい
あってなる液晶パネルにおいて、
前記液晶，ビーズまたはスペーサーと、前記画素電極と
の間の領域、または、前記液晶，ビーズまたはスペーサ
ーと、前記対向電極との間の領域に、前記ビーズまたは
スペーサーの衝突によって破損しない、透明な緩衝材料
層を形成する、ことを特徴とする液晶パネル。
【請求項５】  請求項４に記載の液晶パネルにおいて、
透明な前記緩衝材料層を、前記液晶，ビーズまたはスペ
ーサーと、前記画素電極との間の領域と、前記液晶，ビ
ーズまたはスペーサーと、前記対向電極との間の領域と
に形成する、
ことを特徴とする液晶パネル。
【請求項６】  請求項４または請求項５に記載の液晶パ
ネルにおいて、
透明な前記緩衝材料層は、出力１０ｍＪ以下のＹＡＧレ
ーザーの２倍高調波を前記金属と前記ゲート配線または
第３の配線とが交差する領域に照射した際に飛び散る，
前記補助容量を形成する部材を通過させない、
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ことを特徴とする液晶パネル。
【請求項７】  請求項４または請求項５に記載の液晶パ
ネルにおいて、
前記金属とゲート配線または第３の配線とが交差する領
域と、前記画素電極と前記対向電極との間の領域とに、
前記ビーズまたはスペーサーの衝突によって破損しない
緩衝材料層を形成する、ことを特徴とする液晶パネル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶パネルの構造
に関し、特にアクティブマトリクス方式の液晶パネルの
輝点をレーザ光で黒点化するものに関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶パネルは、薄型、軽量、且つ低消費
電力という特徴があり、現在ノートＰＣ、カーナビ用の
モニターとして使われている。この液晶パネルの液晶表
示素子の一つの方式であるアクティブマトリクス方式の
液晶パネルは、図３に示すように、ソース配線１３とゲ
ート配線１２とがマトリクス状に配置され、そのマトリ
クスの１つ１つに画素電極１４及びＴＦＴ等のスイッチ
ング素子１５を配置されたものであり、高画質、且つ高
速応答という特徴を持つものである。
【０００３】以下、図３を用いて、従来におけるアクテ
ィブマトリクス方式の液晶パネルについて説明する。図
３（ａ）は、従来におけるアクティブマトリクス方式の
液晶パネルの構成を示す断面図であり、図３（ｂ）は、
その平面図である。
【０００４】図３（ａ）,（ｂ）において、従来のアク
ティブマトリクス方式の液晶パネルは、一対のガラス基
板１１ａ,１１ｂの間に液晶１８を閉じ込めるシール材
２１を設ける。そして、ガラス基板１１ｂ上にゲート配
線１２を設け、その上に緩衝材料層１６を介して、ソー
ス配線１３、画素電極１４、及びＴＦＴ等のスイッチン
グ素子１５を設ける。前記画素電極１４は、液晶１８を
介して対向電極１９と向き合う構造となっており、前記
画素電極１４と対向電極１９との間隔を一定に保つた
め、その間には、ビーズあるいはスペーサー２０が散布
されている。また、アクティブマトリクス方式の液晶パ
ネルでは、各画素電極１４に補助容量を設けるが、その
補助容量の配置位置としては、絶縁膜１６を介して、前
記画素電極１４とゲート配線１２との間に設ける方法
と、前記画素電極１４と第３の配線１７（以下、「補助
容量配線」と称する。）との間に設ける方法とがある。
さらに、この液晶パネルを駆動させるための駆動回路２
２をガラス基板１１ｂ上に設ける。なお、通常の液晶パ
ネルでは、画素電極１４を取り巻くゲート配線１２及び
ソース配線１３の間隔は５０ミクロン以上で、且つビー
ズあるいはスペーサー２０は５ミクロン以下であるが、
図３では、ビーズあるいはスペーサー２０を誇張して図
示している。
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【０００５】以上に説明したようなアクティブマトリク
ス方式の液晶パネルでは、無輝点率の向上が要望されて
いる。そのため、輝点がある液晶パネルでは、輝点部分
の画素電極１４を黒点化している。
【０００６】以下、画素電極１４の黒点化方法の一例を
記す。ここでは、液晶パネルが、通常用いられているノ
ーマリーホワイト方式（液晶に電圧を印加していない状
態では白が表示される）であるとする。
【０００７】画素電極１４の黒点化方法は、画素電極１
４と、ゲート配線１２または補助容量配線１７とを電気
的に接続し、画素電極１４とスイッチング素子１５とを
電気的に切断する方法が一般的である。また、画素電極
１４と電気的に接続された金属２３を設け、その金属２
３とゲート配線１２または補助容量配線１７とが交差す
る部分にレーザー光を照射して、金属同士を溶接する方
法も一般的である。このレーザー光としては、ＹＡＧレ
ーザーの２倍高調波、波長５３２ｎｍを用い、１０ｍＪ
程度の出力のパルスを２～３回照射する。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述し
たようなレーザー光を、金属２３とゲート配線１２また
は補助容量配線１７とが交差する部分に照射して、前記
画素電極１４を黒点化する場合、前記レーザー光を照射
した部分あるいはその照射部分周辺の金属が飛び散っ
て、新たな輝点不良が発生する、という問題があった。
例えば、レーザー光の照射により飛び散った金属が、前
記画素電極１４と対向電極１９とを電気的にショートさ
せてしまうと、そこに新たな輝点が発生するし、また、
前記レーザー光の照射により飛び散った金属が隣接する
画素電極１４の間に固定されてしまうと、その隣接する
画素電極１４同士を電気的にショートさせ、その隣接す
る画素がともに輝点となる。
【０００９】本発明は、以上のような問題に鑑みてなさ
れたものであり、レーザ光を照射して画素電極を黒点化
する際に、新たな輝点が発生しない構造を有する液晶パ
ネルを提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】以上のような課題を解決
するために、本発明の請求項１に記載の液晶パネルは、
ソース配線とゲート配線とをマトリクス状に配置し、そ
のマトリクスの１つ１つに、電気的に接続された金属を
備えた画素電極、及びＴＦＴ等のスイッチング素子を配
置し、該金属部分及び前記画素電極ゲート配線または第
３の配線とを絶縁膜を介して向かい合うように形成して
補助容量を形成し、前記画素電極が液晶，ビーズまたは
スペーサーを介して対向電極と向かいあってなる液晶パ
ネルにおいて、前記金属とゲート配線または第３の配線
とが交差する領域と、前記画素電極と前記対向電極との
間の領域とに、前記ビーズまたはスペーサーの衝突によ
って破損しない緩衝材料層を形成するものである。

4
【００１１】また、本発明の請求項２に記載の液晶パネ
ルは、請求項１に記載の液晶パネルにおいて、前記緩衝
材料層を前記金属に隣接するものである。
【００１２】また、本発明の請求項３に記載の液晶パネ
ルは、請求項１または請求項２に記載の液晶パネルにお
いて、前記緩衝材料層は、前記金属と前記ゲート配線ま
たは第３の配線とが交差する領域に該緩衝材料層に対し
て反対側から出力１０ｍＪ以下のＹＡＧレーザーの２倍
高調波を照射した際に飛び散る，前記補助容量を形成す
る部材を通過させないものである。
【００１３】また、本発明の請求項４に記載の液晶パネ
ルは、ソース配線とゲート配線とをマトリクス状に配置
し、そのマトリクスの１つ１つに、電気的に接続された
金属を備えた画素電極、及びＴＦＴ等のスイッチング素
子を配置し、該金属部分及び前記画素電極ゲート配線ま
たは第３の配線とを絶縁膜を介して向かい合うように形
成して補助容量を形成し、前記画素電極が液晶，ビーズ
またはスペーサーを介して対向電極と向かいあってなる
液晶パネルにおいて、前記液晶，ビーズまたはスペーサ
ーと、前記画素電極との間の領域、または、前記液晶，
ビーズまたはスペーサーと、前記対向電極との間の領域
に、前記ビーズまたはスペーサーの衝突によって破損し
ない、透明な緩衝材料層を形成するものである。
【００１４】また、本発明の請求項５に記載の液晶パネ
ルは、請求項４に記載の液晶パネルにおいて、透明な前
記緩衝材料層を、前記液晶，ビーズまたはスペーサー
と、前記画素電極との間の領域と、前記液晶，ビーズま
たはスペーサーと、前記対向電極との間の領域とに形成
するものである。
【００１５】また、本発明の請求項６に記載の液晶パネ
ルは、請求項４または請求項５に記載の液晶パネルにお
いて、透明な前記緩衝材料層は、出力１０ｍＪ以下のＹ
ＡＧレーザーの２倍高調波を前記金属と前記ゲート配線
または第３の配線とが交差する領域に照射した際に飛び
散る，前記補助容量を形成する部材を通過させないもの
である。
【００１６】また、本発明の請求項７に記載の液晶パネ
ルは、請求項４または請求項５に記載の液晶パネルにお
いて、前記金属とゲート配線または第３の配線とが交差
する領域と、前記画素電極と前記対向電極との間の領域
とに、前記ビーズまたはスペーサーの衝突によって破損
しない緩衝材料層を形成するものである。
【００１７】
【発明の実施の形態】（実施の形態１）以下、図１を用
いて、本実施の形態１における液晶パネルについて説明
する。図１（ａ）は、本実施の形態１による液晶パネル
の構成を示す断面図であり、図１（ｂ）は、その平面図
である。本実施の形態１における液晶パネルは、画素電
極１４に電気的に接続された金属２３と補助容量配線１
７またはゲート配線１２とが交差する領域及び、前記画
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素電極１４と対向電極１９との間の領域に、緩衝材料層
２４を設けるようにしたものである。なお、その他の構
成は、従来と同様であるため、説明を省略する。
【００１８】上述したような領域に緩衝材料層２４を設
けることで、レーザー光の照射によって補助容量を構成
する部材が飛び散り、画素電極１４と対向電極１９との
間、及び隣接する対向電極１４同士が電気的にショート
するのを防止することができる。なお、前記緩衝材料層
２４は、レーザー光の照射により飛び散った補助容量を
構成する部材を通過させないものであること、また、画
素電極１４と対向電極１９との間にある、液晶１８また
は、ビーズあるいはスペーサー２０との衝突によって破
損しないものであることが必要である。
【００１９】さらに、図１に示すように、前記緩衝材料
層２４を、レーザー光を照射する金属２３と隣接させる
と、レーザー光の照射によって補助容量を構成する部材
が飛び散った場合にその拡散範囲を最小限にすることが
できる。
【００２０】以上のように、本実施の形態１によれば、
前記金属２３と補助容量配線１７またはゲート配線１２
とが交差する領域と、前記画素電極１４と対向電極１９
との間の領域とに、前記金属２３に隣接させて、緩衝材
料層２４を設けるようにしたので、レーザー光を照射し
て画素電極１４を黒点化する際に、補助容量を構成する
部材が飛び散るのを最小限に押さえることでき、また、
飛び散った部材により新たな輝点や隣接ショート等が発
生するのを防止することができる。
【００２１】（実施の形態２）以下、図２を用いて、本
実施の形態２における液晶パネルについて説明する。図
２は、本実施の形態２による液晶パネルの構成を示す断
面図である。本実施の形態２の液晶パネルは、液晶１
８，ビーズあるいはスペーサー２０と画素電極１４との
間、または液晶１８，ビーズあるいはスペーサー２０と
対向電極１９との間、またはその両方に、透明な緩衝材
料層２５を形成するものであり、その他の構成は、従来
と同様であるため、説明を省略する。なお、図２では、
対向電極１９に透明な緩衝材料層２５を形成した液晶パ
ネルの断面図を示している。
【００２２】上述したような領域に、透明な緩衝材料層
２５を設けることで、レーザー光の照射によって飛び散
った補助容量を構成する部材が、画素電極１４と対向電
極１９との間、及び隣接する対向電極１４同士を電気的
にショートさせないようにすることができる。なお、前
記透明な緩衝材料層２５は、レーザー光の照射により飛
び散る補助容量を構成する部材を通過させないものであ
り、且つ前記画素電極１４と対向電極１９との間にある
液晶１８，ビーズあるいはスペーサー２０との衝突によ
って破損しないものであることが必要である。
【００２３】また、本実施の形態２で設けた透明な緩衝
材料層２５に加えて、さらに実施の形態１で説明したよ
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うに、前記画素電極１４と対向電極１９との間の領域
と、前記画素電極１４に電気的に接続された金属２３と
補助容量配線１７またはゲート配線１２との間の領域と
に緩衝材料層２４を設けることで、レーザー光の照射に
よる前記画素電極１４と対向電極１９との間、及び隣接
する画素電極１４同士間の電気的ショート防止に対し
て、有効性がさらに増す。
【００２４】以上のように、本実施の形態２によれば、
液晶１８，ビーズあるいはスペーサー２０と画素電極１
４との間、または液晶１８，ビーズあるいはスペーサー
２０と対向電極１９との間、またはその両方に、透明な
緩衝材料層２５を形成するようにしたので、画素電極１
４にレーザー光を照射して黒点化する際に、補助容量を
構成する部材が飛び散ることによって生じる、新たな輝
点や隣接ショート等を防止できる。
【００２５】
【発明の効果】以上のように、本発明の請求項１によれ
ば、ソース配線とゲート配線とをマトリクス状に配置
し、そのマトリクスの１つ１つに、電気的に接続された
金属を備えた画素電極、及びＴＦＴ等のスイッチング素
子を配置し、該金属部分及び前記画素電極ゲート配線ま
たは第３の配線とを絶縁膜を介して向かい合うように形
成して補助容量を形成し、前記画素電極が液晶，ビーズ
またはスペーサーを介して対向電極と向かいあってなる
液晶パネルにおいて、前記金属とゲート配線または第３
の配線とが交差する領域と、前記画素電極と前記対向電
極との間の領域とに、前記ビーズまたはスペーサーの衝
突によって破損しない緩衝材料層を形成するようにした
ので、画素電極にレーザー光を照射して黒点化する際
に、前記補助容量を構成する部材が飛び散ることによっ
て生じる、新たな輝点や隣接ショート等を防止可能な液
晶パネルを提供することができる。
【００２６】また、本発明の請求項２に記載の液晶パネ
ルによれば、請求項１に記載の液晶パネルにおいて、前
記緩衝材料層を前記金属に隣接するようにしたので、前
記画素電極にレーザー光を照射して黒点化する際に、前
記補助容量を形成する部材が飛び散る拡散範囲を最小限
にすることができる。
【００２７】また、本発明の請求項３に記載の液晶パネ
ルによれば、請求項１または請求項２に記載の液晶パネ
ルにおいて、前記緩衝材料層は、前記金属と前記ゲート
配線または第３の配線とが交差する領域に該緩衝材料層
に対して反対側から出力１０ｍＪ以下のＹＡＧレーザー
の２倍高調波を照射した際に飛び散る，前記補助容量を
形成する部材を通過させないようにしたので、画素電極
にレーザー光を照射して黒点化する際に、前記補助容量
を構成する部材が飛び散っても通過しないようにでき、
新たな輝点や隣接ショート等が発生しない液晶パネルを
提供することができる。
【００２８】また、本発明の請求項４に記載の液晶パネ
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ルによれば、ソース配線とゲート配線とをマトリクス状
に配置し、そのマトリクスの１つ１つに、電気的に接続
された金属を備えた画素電極、及びＴＦＴ等のスイッチ
ング素子を配置し、該金属部分及び前記画素電極ゲート
配線または第３の配線とを絶縁膜を介して向かい合うよ
うに形成して補助容量を形成し、前記画素電極が液晶，
ビーズまたはスペーサーを介して対向電極と向かいあっ
てなる液晶パネルにおいて、前記液晶，ビーズまたはス
ペーサーと、前記画素電極との間の領域、または、前記
液晶，ビーズまたはスペーサーと、前記対向電極との間
の領域に、前記ビーズまたはスペーサーの衝突によって
破損しない、透明な緩衝材料層を形成するようにしたの
で、前記画素電極にレーザー光を照射して黒点化する際
に、前記補助容量を構成する部材が飛び散ることによっ
て生じる、新たな輝点や隣接ショート等を防止可能な液
晶パネルを提供することができる。
【００２９】また、本発明の請求項５に記載の液晶パネ
ルによれば、請求項４に記載の液晶パネルにおいて、透
明な前記緩衝材料層を、前記液晶，ビーズまたはスペー
サーと、前記画素電極との間の領域と、前記液晶，ビー
ズまたはスペーサーと、前記対向電極との間の領域とに
形成するようにしたので、前記画素電極にレーザー光を
照射して黒点化する際に、前記補助容量を構成する部材
が飛び散ることによって生じる、新たな輝点や隣接ショ
ート等を防止可能な液晶パネルを提供することができ
る。
【００３０】また、本発明の請求項６に記載の液晶パネ
ルによれば、請求項４または請求項５に記載の液晶パネ
ルにおいて、透明な前記緩衝材料層は、出力１０ｍＪ以
下のＹＡＧレーザーの２倍高調波を前記金属と前記ゲー
ト配線または第３の配線とが交差する領域に照射した際
に飛び散る，前記補助容量を形成する部材を通過させな
いようにしたので、画素電極にレーザー光を照射して黒
点化する際に、前記補助容量を構成する部材が飛び散っ*
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*ても透過しないようにでき、新たな輝点や隣接ショート
等が発生しない液晶パネルを提供することができる。
【００３１】また、本発明の請求項７に記載の液晶パネ
ルによれば、請求項４または請求項５に記載の液晶パネ
ルにおいて、前記金属とゲート配線または第３の配線と
が交差する領域と、前記画素電極と前記対向電極との間
の領域とに、前記ビーズまたはスペーサーの衝突によっ
て破損しない緩衝材料層を形成するようにしたので、前
記画素電極にレーザー光を照射して黒点化する際に、前
記補助容量を構成する部材が飛び散ることによって生じ
る、新たな輝点や隣接ショート等をより一層防止可能な
液晶パネルを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１における、液晶パネルの
構成を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態２における、液晶パネルの
構成を示す図である。
【図３】従来の液晶パネルの構成を示す平面図である。
【符号の説明】
１１ａ,１１ｂ  ガラス基板
１２  ゲート配線
１３  ソース配配線
１４  画素電極
１５  スイッチング素子
１６  絶縁膜
１７  補助容量配線
１８  液晶
１９  対向電極
２０  ビーズあるいはスペーサー
２１  シール材
２２  駆動回路
２３  金属
２４  緩衝材料層
２５  透明な緩衝材料層

【図２】



(6) 特開２００２－３４１３２５

【図１】 【図３】



专利名称(译) 液晶面板

公开(公告)号 JP2002341325A 公开(公告)日 2002-11-27

申请号 JP2001151559 申请日 2001-05-21

申请(专利权)人(译) 松下电器产业有限公司

[标]发明人 堀誠一郎

发明人 堀 誠一郎

IPC分类号 G02F1/1339 G02F1/1333 G02F1/1368

FI分类号 G02F1/1333.505 G02F1/1339.500 G02F1/1368

F-TERM分类号 2H089/LA07 2H089/QA12 2H089/TA01 2H089/TA07 2H090/HD05 2H090/JA03 2H090/JA06 2H090
/JB02 2H090/LA02 2H090/LA04 2H092/JA24 2H092/JA37 2H092/JB61 2H092/MA30 2H092/NA16 
2H092/PA01 2H092/PA03 2H189/AA14 2H189/DA04 2H189/DA07 2H189/HA12 2H189/LA03 2H189
/LA10 2H190/HD05 2H190/JA03 2H190/JA06 2H190/JB02 2H190/LA02 2H190/LA04 2H192/AA24 
2H192/DA12 2H192/EA62 2H192/GD81 2H192/HB34 2H192/HB64

外部链接 Espacenet

摘要(译)

在有源矩阵液晶面板中，通过向像素电极照射激光，像素电极和电连接
至像素电极的金属电连接至栅极布线和辅助电极布线。 当切断所连接的
开关元件以将亮点变成黑点时，能够防止由于激光照射部分和周边部分
中的金属的散射而产生新的亮点和相邻短路的液晶。 提供面板。 缓冲材
料层设置在对电极19与像素电极14之间的区域以及电连接至像素电极14
的金属23与辅助电容线17或栅极线12之间的区域中。 提供24。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/774216d0-3a7b-463d-87eb-112d1797ac31
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018996384/publication/JP2002341325A?q=JP2002341325A

